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３．資格について 

４．泡消火薬剤について 

５．ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤について 

６．泡消火薬剤とＰＦＯＡ等の規制について 

  （今後の予定） 

 目次 



 １． 泡消火設備  





  水では消火が難しい油火災用 

 

    水の重さ＞油の重さ・・・下に沈む 

 

  空気を含み泡立たせる （＝発泡） 
 

  →比重低減→油の表面を覆う 
 

１．泡消火設備とは？ 



 泡立たせるとは？ 

⇒ 
発泡 

空気 



 泡立たせるとは？ 

泡水溶液 泡



発泡倍率（膨張比）＝ 

 発泡倍率とは？ 

泡発生に要した 

泡水溶液の体積 

発生した泡の体積 

例：泡水溶液２００ｃｃが、 

  発泡して１０００ｃｃになった 
 

      →発泡倍率：５倍 

 



 ２．設備の種類  



                低発泡 
 
                      全域放出方式 
          固定式  高発泡 
                      局所放出方式 
泡消火設備 
                閉鎖泡 
 

          移動式  消火栓 
 

                （大容量泡放水砲） 

２．泡消火設備の種類について 

※石油タンク用 



発泡倍率による分類 

 

  ５～２０倍  低発泡 

 

  ８０～２５０倍   高発泡（第１種） 

  ２５０～５００倍 高発泡（第２種） 

  ５００～１０００倍 高発泡（第３種） 

 



 総合点検（泡放射） 

圧力計取付 



水では消火が難しい油火災用 

 
水の重さ＞油の重さ・・・下に沈む 

 
空気を含み泡立たせる 

→比重低減 
表面を覆う 

 スプリンクラーによる油火災消火実験 



水では消火が難しい油火災用 

 
水の重さ＞油の重さ・・・下に沈む 

 
空気を含み泡立たせる 

→比重低減 
表面を覆う 

 低発泡消火設備で消火 



泡消火設備は水で
は消火効果が期待
できない場所など
に設置します。 
 

 高発泡の放射の様子 



水では消火が難しい油火災用 

 
水の重さ＞油の重さ・・・下に沈む 

 
空気を含み泡立たせる 

→比重低減 
表面を覆う 

 高発泡消火設備で消火 



２．通常の泡消火設備 



２．特定駐車場用泡消火設備 

特定駐車場用泡消火設備 

         

 

 

泡水溶液 



設置対象・使用用途 

 

  危険物施設          

  石油コンビナート 

  空港 （駐機場） 

  駐車場・自動車整備場 

  道路 

  消防隊・消防自動車 

  自衛隊施設 



 ３．資格  



 ●消防法第17条 

        適切な設備の設置義務 

 ●消防法第17条の2 

        特殊消防用設備の大臣認定 

 ●消防法第17条の3の3 

        点検の実施と報告 

 ●消防法施行令第29条の4 

        特定駐車場用泡消火設備の扱い 

 設置・点検・整備に関する法律について 



 点検の資格について 

資格の種類 消防用設備等の種類 

特類の甲種消防設備士 特殊消防用設備等 

第２類の甲種消防設備士 

      乙種消防設備士 

泡消火設備 

特定駐車場用泡消火設備 

特殊消防設備点検資格者 特殊消防用設備等 

第１種消防設備点検資格者 泡消火設備 

特定駐車場用泡消火設備 



 ４．泡消火薬剤  



 

 

  ■水成膜泡消火薬剤 

  ■たん白泡消火薬剤 

  ■界面活性剤泡消火薬剤 

   ※泡消火薬剤の技術上の規格を 

    定める省令 

４．泡消火薬剤について 



４．泡消火薬剤の受検量 

たん白 合成界面 水成膜 合計

平成23年度 1,257 320 610 2,187

平成24年度 1,297 306 657 2,260

平成25年度 954 310 785 2,050

平成26年度 793 354 929 2,076

平成27年度 701 309 758 1,768

平成28年度 773 288 721 1,782

平成29年度 751 301 673 1,725

平成30年度 774 283 597 1,655

913 309 716 1,938

47% 16% 37%
平均



４．泡消火薬剤の出荷量（受検量より） 
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泡消火薬剤の種別毎の出荷量推移

たん白 合成界面 水成膜



４．泡消火薬剤の出荷量（受検量より） 

たん白, 913 , 

47%

合成界面, 309 , 

16%

水成膜, 716 , 

37%

泡消火薬剤の種別毎の出荷量（年平均：トン）



 総合点検（泡放射） 

圧力計取付 



 発泡倍率とは？ 



 
 

 泡消火薬剤には 
 

    ３％型と６％型がある 
 

  他に 

   １％、１．５％、２％、５％も実用化 

４．混合濃度について 



  

  泡消火薬剤は原液の状態で保管 

 （水で薄めるとバクテリア増殖、等） 

 

  火災時に水と混ぜて（薄めて）使用する 

４．泡消火薬剤の保管 



 ●消防法第17条 

 ●消防法第17条の2 

 ●消防法第17条の3の3 

 ●消防法施行令第29条の4 

 

消火設備点検実務マニュアル 

日本消火装置工業会 より抜粋 

６．混合方式・混合濃度について 



泡水溶液

泡消火薬剤

水

流水方向

泡消火薬剤

泡消火薬剤貯蔵槽

ダイヤフラム

混合器

ポンプ

水源

４．混合方式・混合濃度について 



 主な点検対象機器 

ポンプ 



他．放出口について 

商標 

製造年 

性能評定
シール 

性能評定番号 

フォームヘッド
型式 



 ５．ＰＦＯＳ 



ＰＦＯＳ 
 （ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸）） 
         （Ｃ８Ｆ１７ＳＯ３Ｈ） 
   

 ・界面活性剤として泡消火薬剤の成分 
    

 ・半導体用反射防止剤 
 ・レジスト 
 ・金属メッキのミスト防止剤 
 ・航空機用作動液 
   など 

 ＰＦＯＳとは？ 



ＰＦＯＳ 
 （ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸）） 
         （Ｃ８Ｆ１７ＳＯ３Ｈ） 
   

  

 ＰＦＯＳとは？ 
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１９７０年代 
      
 

１９７６年 

 
 

２０００年 

 ＰＦＯＳとは？ 

 
米国スリーエム社が 
ライトウォーター開発 
 

ライトウォーター日本市場に 
正式参入 
 

スリーエム社が製造撤退 

 



 
２００３年 
 

２００９年 

 
 

２０１０年 

 
 
  同 年 

 ＰＦＯＳとは？ 

 
ＰＦＯＳが国際条約対象に 
 

国際条約調印、化審法改正
ＰＦＯＳが規制物質に・・・ 
 

国内のＰＦＯＳ含有泡消火 
薬剤が全て製造終了 
 

省令発布、通知発令 



 
  日本国内で従来から設置されている 
     

  泡消火設備の泡消火薬剤の一部に 
     

  ＰＦＯＳが若干含まれているものがある。 
 
  →表－１（その１～その３）参照 
           

 ＰＦＯＳとは？ 



表－１（その１） ＰＦＯＳを含有する泡消火薬剤（水溶性液体用を除く）一覧表 

№ 型式番号 製造者名 商品名 型式 
PFOS 

含有率 

１ 泡第 51～7号 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ FC-3031 水成膜泡 6％(－5℃～+30℃) 約 1% 

２ 泡第 53～5号 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ FC-3033 水成膜泡 3％(－5℃～+30℃) 約 2% 

３ 泡第 60～2号 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ FC-3103 水成膜泡 3％(－10℃～+30℃) 約 1% 

４ 泡第 60～5号 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ FC-3104 水成膜泡 6％(－10℃～+30℃) 約 0.5% 

５ 泡第 8～1号 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ FC-3073 水成膜泡 3％(－20℃～+30℃) 約 1% 

６ 泡第 1～6号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ F‐623 水成膜泡 3％(－10℃～+30℃) 1%未満 

７ 泡第 1～7号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ F‐626 水成膜泡 6％(－10℃～+30℃) 0.05%未満 

８ 泡第 4～4号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ F‐633S 水成膜泡 3％(－20℃～+30℃) 0.05%未満 

９ 泡第 7～1号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ AGF 合成界面泡6％(－5℃～+30℃) 0.05%未満 

10 泡第 8～2号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ N‐103 水成膜泡 3％(－10℃～+30℃) 0.05%未満 

11 泡第 11～1号 ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ AGF-3 合成界面泡3％(－5℃～+30℃) 0.05%未満 

12 泡第 9～3号 深田工業㈱ ﾌｶﾀﾞ・ﾌﾛﾛｱﾙｺﾌｫｰﾑ G たん白泡 6％(－10℃～+30℃) 0.05%未満 

13 泡第 10～5号 深田工業㈱ ﾌｶﾀﾞ・ﾌﾛﾛｱﾙｺﾌｫｰﾑ G たん白泡 3％(－10℃～+30℃) 0.05%未満 

14 泡第 10～1号 ﾔﾏﾄﾌﾟﾛﾃｯｸ㈱ ｱﾙﾌｧﾌｫｰﾑ 310 水成膜泡 3％(-10℃～+30℃) 約 0.006% 

15 泡第 11～2号 ﾔﾏﾄﾌﾟﾛﾃｯｸ㈱ ｱﾙﾌｧﾌｫｰﾑ 320 水成膜泡 3％(－20℃～+30℃) 約 0.006% 

16 泡第 11～5号 ﾔﾏﾄﾌﾟﾛﾃｯｸ㈱ ｱﾙﾌｧﾌｫｰﾑ 605 水成膜泡 6％(－5℃～+30℃) 約 0.003% 

17 泡第 15～4号 ﾔﾏﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ CF ﾌｫｰﾑ 310 水成膜泡 3％(－10℃～+30℃) 約 0.006% 

18 泡第 1～5号 ㈱初田製作所 ﾊﾂﾀﾌｫｰﾑ AF3（-10℃） 水成膜泡 3％(-10℃～+30℃) 約 0.12％ 

19 泡第 63～9号 ㈱初田製作所 ﾊﾂﾀﾌｫｰﾑ AF3（-20℃） 水成膜泡 3％(-20℃～+30℃) 約 0.20％ 

 

 ＰＦＯＳとは？ 



表－１（その３） ＰＦＯＳを含有する噴霧消火薬剤一覧表 

№ 噴霧消火剤の型式番号 製造者名 商品名 型式 
PFOS 

含有率 

１ 鑑特第 116 号 能美防災㈱ NCA211 噴霧消火剤2％(－10℃～+30℃) 1%未満 

 

表－１（その２） ＰＦＯＳを含有する泡消火薬剤（水溶性液体用）一覧表 

№ 製造者名 商品名 型式 
PFOS 

含有率 

１ 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ ATCFC-3035 水溶性液体用泡消火薬剤 約 1% 

２ 住友ｽﾘｰｴﾑ㈱ ﾗｲﾄｳｫｰﾀｰ ATCFC-600 水溶性液体用泡消火薬剤 約 1% 

３ ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ F-610AT 水溶性液体用泡消火薬剤 0.05%未満 

４ ＤＩＣ㈱ ﾒｶﾞﾌｫｰﾑ AT-3 水溶性液体用泡消火薬剤 0.05%未満 

 

 ＰＦＯＳとは？ 



 化審法  第一種特定化学物質 
  （化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律） 

 

 消防法  点検基準の改正、混合使用   

 
 廃掃法  汚泥または廃酸・廃アルカリ 
  （廃棄物の処理及び清掃に関する法律） 

 

 化管法  第一種指定化学物質 
  （特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の 

   促進に関する法律） 

 ＰＦＯＳが関わる法律は？ 



基準の適合義務者・・・取扱事業者 
             （＝業として取り扱う者） 
 ・消防機関 
    

 ・点検事業者 
    

 ・自衛防災組織   など 

 
 ※泡消火薬剤の所有者は該当しない 

 化審法上の義務は？ 



取扱上の技術基準の適合義務 
  
 ・保管方法 
 ・表示方法 
 ・移替え等の作業方法 
 ・容器の定期点検 
 ・保管数量等の帳簿作成義務・・・５年間保管 
 ・漏出処理等 
 ・訓練や点検での放出後の回収 
   など 

 化審法上の義務は？ 



  貯蔵槽  と  消火器    以外の容器 

 

 化審法上の保管容器とは？ 

  対象外     対象外       対象 



→ 

泡消火薬剤メーカーから 
シール入手し 

 化審法上の保管容器の表示方法は？ 

貼付しましょう 



 

 

     規制なし 
  

 ・火災時等災害時の使用（放出）については、 

  化審法上の技術基準は設けていない。 

  

 火災時は？ 



 

ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤の所有者は 
 

 （取扱事業者が）技術基準に従い管理していれば 

      所有ＯＫ 
  

 所有していることの 

    報告義務なし 
  

 ちなみに 



 ５．ＰＦＯＳと消防法           



 泡消火設備の点検基準等の改正 

 
  ①消防予第３８５号他  （平成２２年９月３日） 
 

  ②消防予第４１６号   （平成２２年９月１５日） 
 

  ③消防庁告示第１６号 （平成２２年９月３０日） 
 

  ④消防予第４４２号   （平成２２年９月３０日） 
 

  ⑤消防危第２９７号   （平成２２年１２月２８日） 
 

 消防法での取り扱いは？ 



  

 泡放射試験の一部免除 

  （総合点検における分布等） 
  

   ・分布 
       

   ・放射圧力 
     

   ・混合率 
     

   ・発泡倍率 
 

 

 泡消火設備の点検基準の改正内容は？ 

※「消火薬剤の機能を 

  維持するための 

  措置」が講じられて 

  いる場合 



  

 以下は免除とならない 

  （総合点検時） 
  

   ・一斉開放弁 
       

   ・手動起動装置 
     

 

 

 ちなみに総合点検では･･･ 



 
 ３項目の内、何れかを満たしていること 
 
  ①設置or製造or全量交換後 
           １０年以内 （界面は１５年） 
              
  ②総合点検での泡放射試験実施後３年以内 

 
           

  ③サンプリング検査後３年以内 

 

 機能を維持するための措置とは？ 



 
■泡消火薬剤の機能を確認する為のもの 

 
■ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤のみに適用 

 
  ※ＰＦＯＳの含有、非含有を判断する検査 

    ではない 

  ※劣化分析とも異なる   

 サンプリング検査とは？ 



■採取者の資格 
 ・第１種消防設備点検資格者 
 ・甲種又は乙種消防設備士第２類 
 

 

■採取量 
 ・約１～２リットル （依頼会社へ確認） 
 

 

■採取時期 
 ・総合点検実施の６ヶ月前以内 

 泡消火薬剤の採取は？ 



 ６ヶ月前の採取は何故？ 

採取
↓

検査
↓

結果（×）

↓
報告・交換準備

↓

交換・点検票は〇

機器点検

総合点検

６ヶ月



■サンプリング検査 
 結果成績書 

 
 検査には、 
 約１ヶ月必要です 
  

 サンプリング検査の結果は？ 
 

番号

サンプリング検査依頼防災株式会社　御中

Tel:03-5404-2181　FAX:03-5404-7371

承認者 印

管理台帳登録番号 02110 検査者 印

薬剤採取日 2011年7月21日

検査実施日 2011年8月10日

泡消火薬剤種別 水成膜泡消火薬剤

混合前の薬剤 　○○ウォーター 　□□株式会社 　泡第○○～○号

混合した薬剤 　△△フォーム 　株式会社×××× 　泡第××～×号

検査結果 合格　・　不合格　・　判定できず

№ 判定

1 ○

２ ○

３ ○

４ ○

５ ○

６ ○

７ ○

　No1～6：泡消火薬剤の技術上の規格を定める省令に基づく。(自治省令 第26号：昭和50年12月9日)

　№7：日本消防検定協会の泡消火薬剤の検定細則に基づく。

　cSt（センチストークス）＝mm2/s（SI単位）

水成膜試験 着火しないこと 着火せず

検査方法

膨張率 5倍以上 6.3倍

25％還元時間 1分以上 1分38秒

水素イオン濃度／20℃ 6.0～8.5 7.6

沈澱量 0.20Vol％以下 0.19

比重／20℃ 1.030～1.120 1.094

粘度／20℃ 23.1～85.8 cSt 63.7

検査結果一覧

検査項目 合格範囲 検査結果値 備考

　　消装太郎

　　工業会次郎

製品名 製造会社 型式番号

物件名 ○○ビル駐車場　泡消火設備
サンプリング検査実施株式会社

東京都港区西新橋2丁目18番2号

M2011－012

ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤
サンプリング検査結果成績書
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機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 

        

        

        

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

 点検結果報告書への記載方法は？ ② 

型式番号を記載 

機能を維持するための 

措置が確認できる資料 

ＰＦＯＳ含有である旨を記載 

備考欄に記入 

泡消火薬剤はＰＦＯＳ含有泡消火薬剤です。 型式番号 泡第５３～５号 
 

サンプリング検査実施。検査結果成績書添付します。    



 

 

 泡消火薬剤の交換が必要 

 （水溶液含む） 

 

 

 サンプリング検査の結果が×の場合 



泡消火薬剤貯蔵槽

混合器

一斉開放弁

流水検知装置

手動起動装置

感知用ヘッド

フォームヘッド

泡消火薬剤
及び

泡水溶液の交換範囲

 泡消火薬剤等の交換範囲 



 サンプリング検査は 
 

 分布等（≒放射試験）の代替 

 
 結果が「×」→分布等が「×」 
 

→適切な処置 
 

→薬剤が×なので・・・・薬剤交換 
 

 何故交換になるのか？ 



■たまに耳にする話・・・ 
 

 

 

 

 ○○社の薬剤はＰＦＯＳが薄いから 

 
     交換しなくとも大丈夫 
 

   と聞いたけど・・・？ 

 

 水溶液も交換が必要？ 



 
  
  

     間違い!! 
 
    ＰＦＯＳについては濃度基準なし 

    どれだけ薄くともＰＦＯＳ含有 

 
               

 薄ければＯＫ？ 



 認められている処理方法は 

    焼却処理のみ 
 

 薄めるのは、 

 ＰＦＯＳが減らないので×  

 ちなみに 



 ５．ＰＦＯＳと廃掃法           



 

 ・ＰＦＯＳ含有廃棄物として廃棄処理 

 

 ・廃掃法の基準に従う 

 

 ・ＰＦＯＳ含有廃棄物の処理に関する 

  技術的留意事項に従う 
 

 不要になった消火薬剤は？ 



        

  ＰＦＯＳ含有廃棄物の処理は、 
       

    専用の許可や認可は不要 
       

            ↓ 
       

   不正業者に「ウチは大丈夫ですよ」 
   と言われても見抜けないかも？ 
       

            ↓ 
       

   被害防止のために・・・・ 

 処理業者の選定は？ 



  環境省と情報交換し、 

  処理能力の確認が取れたら紹介する。 
        

 ※情報交換内容 
        

  ・分解率等の事前実験方法は適正？ 

  ・実験結果は？ 

            
   消火装置工業会へ紹介先リストへの掲載依頼が 

   あったら、 

   環境省に相談に行くようにアドバイス 

   環境省の確認が取れたら紹介すると伝えている 

 不正防止手段は？ 



  消火装置工業会のホームページから 

  ダウンロードできる資料に掲載 

 

 ■ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤を使用した 

  泡消火設備に関する取扱いについて 

  【第５版】 （資料） 
 

 ■ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤の調査等に 

  ついて （リーフレット） 

 紹介方法は？ 



 

㈱クレハ環境
（当工業会会員）
（福島県いわき市）

エコシステム千葉㈱
（千葉県袖ヶ浦市）

青木環境事業㈱
（新潟県新潟市）

エコシステム山陽㈱
（岡山県久米郡）

三友プラントサービス㈱
（千葉県東金市）

早来工営㈱
（大阪府大阪市）

水島エコワークス㈱
（岡山県倉敷市）

㈱ダイカン
（大阪府大阪市）

オリックス資源循環㈱
（埼玉県大里郡）

ジャパンリサイクル㈱
（千葉県千葉市）

三友プラントサービス㈱
（神奈川県横浜市）

早来工営㈱
（北海道石狩市）

環境省が処理能力を確認した

ＰＦＯＳ処理会社所在地
2014年7月現在

㈱クレハ環境
（当工業会会員）
（神奈川県川崎市）

令和２年 １月削除 



 ６．ＰＦＯＡ等           



ＰＦＯA 
 （ペルフルオロオクタン酸） 
         （Ｃ7Ｆ１5COOH） 
   

  

 ＰＦＯＡとは？ 

C C C C C

F FF

F F F F
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F C O
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H



ＰＦＯA関連物質 
 （化学変化を起こしPFOAになり得る物質） 
         （例：Ｃ7Ｆ１5COO－Ｍ） 
   

  

 ＰＦＯＡ等とは？ 

C C C C C

F FF

F F F F

F

C C

F

F F

FF

F

F C O

O



2020年11月 ＰＦＯＡパブリックコメント 

2021年1月 ＰＦＯＡ関連物質の審議 
 

2021年4月  ＰＦＯＡ公布 

2021年6月  ＰＦＯＡ関連物質パブコメ 
 

2021年9月  ＰＦＯＡ関連物質公布 

2021年10月 ＰＦＯＡ施行 

2022年3月  ＰＦＯＡ関連物質施行 

 規制のスケジュールは？（2020/9時点） 



 

（一社）日本消火装置工業会 

の 

ホームページから 

http://shosoko.or.jp/ 

 不明な点は？ 




